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Ｔチ

ー

ム

Ｅ
Ａ
Ｍ
‐
Ｏオ

ンＮ
所
属

中な
か
む
ら村　

真な

お

や也
さ
ん
（
南
條
）

ＭＹ

ＷＡＹ
ワタシノアルクミチ

『
防
犯
』を
通
じ
て
人
づ
く
り

　

母
子
家
庭
な
ど
で
お
子
さ
ん
の

進
学
資
金
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る

人
の
た
め
に
、
静
岡
県
で
は
、
母

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者　

 

配
偶
者
の
な
い
女
性
で
、

児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
、
ま
た
は
両
親
の
な

い
児
童

資
金
の
種
類

　

① 

修
学
資
金
…
高
等
学
校
以
上
に
通
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授

業
料
、
教
材
費
、
交
通
費
な
ど
の
費
用
と
し
て
、
年
４
回
に

分
け
て
継
続
的
に
貸
付

　

② 

就
学
支
度
資
金
…
学
校
の
入
学
時
に
必
要
と
す
る
被
服
な
ど
の

購
入
費
用
と
し
て
入
学
時
１
回
に
限
り
貸
付

貸
付
限
度
額

　

①
修
学
資
金
…
１
万
８
千
円
〜
６
万
４
千
円
（
月
額
）

　

②
就
学
支
度
資
金
…
３
万
９
千
５
百
円
〜
59
万
円

　

＊ 

貸
付
限
度
額
は
、
学
校
の
種
別
や
自
宅
・
自
宅
外
通
学
の
別

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

返
済　

学
校
を
卒
業
し
た
6
ヶ
月
後
か
ら
返
済
開
始

　

＊
返
済
期
間
は
貸
付
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

保
証
人　

保
証
人
（
身
元
確
認
者
）
が
必
要
で
す
。

申
込
締
切　

平
成
23
年
１
月
14
日
（
金
）

　

＊
平
成
23
年
４
月
か
ら
の
利
用
希
望
者
の
締
切
で
す
。

　
　
　
　
　

問
合
せ　

福
祉
課　

０
５
５
８
（
７
６
）
８
０
０
８

本
業
は
、
伊
豆
長
岡
駅
前
で
理

容
店
を
自
営
す
る
中
村
さ

ん
。
し
か
し
金
曜
の
夜
は
黄
緑
色
の

ベ
ス
ト
を
羽
織
り
、
市
内
を
見
回
る

『
Ｔチ

ー

ム

Ｅ
Ａ
Ｍ-

Ｏオ

ンＮ
』
の
一
員
で
す
。

　
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ-

Ｏ
Ｎ
』
は
、
も
と

も
と
旧
町
時
代
に
、
韮
山
地
区
の
若

い
自
営
業
者
が
中
心
に
な
っ
て
立
ち

上
げ
た
ま
ち
づ
く
り
団
体
で
、
チ
ー

ム-

Ｏ（
お
ま
か
せ
）
Ｎ（
に
ら
や
ま
）

と
い
う
意
味
。
９
年
前
、
東
京
で
の

理
容
師
修
業
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の

中
村
さ
ん
は
、
幼
な
じ
み
に
誘
わ
れ

『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
‐
Ｏ
Ｎ
』
に
入
り
ま
し

た
。
当
時
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

手
伝
い
が
活
動
の
中
心
で
し
た
が
、

「
も
っ
と
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
し
よ
う
」と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
当
時
、
空
き
巣
や
窃
盗
な
ど
の

街
頭
犯
罪
が
、
市
内
で
増
え
て
い
る

と
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
（
青
パ
ト
）
＊
を
見

て『
こ
れ
だ
！
』と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　

今
で
こ
そ
、
県
内
に
も
普
及
し
て

い
る
青
パ
ト
で
す
が
、
当
初
は
警
察

や
行
政
も
「
前
例
が
な
い
」
と
、
導

入
に
消
極
的
で
し
た
。
中
村
さ
ん
た

ち
は
、
ま
ず
は
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
実
績
を
作
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
が
周
囲
の
理

解
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
も
時
間
が
か

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
最
初
の
こ
ろ
は
、『
お
前
ら
何
し
て

る
ん
だ
？
』と
不
審
が
ら
れ
た
り
…
。

で
も
、
継
続
す
る
う
ち
に
地
域
の
皆

さ
ん
も
理
解
し
て
く
れ
て
、
い
つ
し

か
区
の
役
員
さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん

な
ど
も
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
青
パ

ト
で
走
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
窓
を
開
け

て
『
ご
く
ろ
う
さ
ん
』
と
声
を
か
け

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
」
と
、
活
動

の
広
が
り
を
喜
ぶ
中
村
さ
ん
。

　
『
防
犯
』
を
通
じ
て
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
す
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ-

Ｏ
Ｎ
』。

「
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
特
に
夕
方
、

子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
大
人
が
見

守
っ
て
あ
げ
て
」
と
訴
え
ま
す
。

＊ 青色防犯パトロール車（青パト）…自主防犯活動を継続できると警察に
認められた団体が一般車両に装備できる青色回転灯。またはその車両。

TEAM - ON ホームページ　http://homepage2.nifty.com/nakamura-h-s/bouhan.htm

お
子
さ
ん
の
進
学
で
お
悩
み
の
母
子
家
庭
へ

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

２
市
と
大
仁
警
察
署
が
共
同
制
作
し
ま
し
た

高
齢
者
交
通
安
全
・
防
犯
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　このほど、（財）自治総合センターが実施
する宝くじの助成金で、吉田区が会議用長机
を、四日町区が太鼓等を購入しました。
　宝くじは、広く社会に役立てられています。

広く社会に役立てられています

平成 22 年度 宝くじ助成金

会議用長机（吉田区）

太鼓等（四日町区）

問合せ　市民サービス課
☎ 055‐948‐2901

高齢者啓発ＤＶＤを大仁警察署長（左）に納品

　

伊
豆
の
国
市
と
伊
豆
市
、
大
仁

警
察
署
が
共
同
で
、
高
齢
者
啓
発

用
の
２
つ
の
映
像
を
制
作
し
ま
し

た
。
原
作
・
脚
本
は
い
ず
れ
も
劇

団
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
松
井
清
高
さ
ん
。
出

演
は
劇
団
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
皆
さ
ん
他
。

　

一
つ
は
、
高
齢
者
の
交
通
安
全

を
啓
発
す
る
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
危

機
一
髪
!!
』。
撮
影
・
編
集
は
伊

豆
の
国
市
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
振
り
込
め
詐
欺

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
る
『
ス

ト
ッ
プ
詐
欺
！
伊
豆
人
に
忍
び
寄

る
危
機
』。
撮
影
・
編
集
は
伊
豆

市
が
担
当
し
ま
し
た
。夏
に
撮
影
、

秋
に
編
集
を
経
て
完
成
し
た
映
像

は
70
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
納
め
ら
れ
、

両
市
の
交
通
安
全
・
防
犯
担
当
課

か
ら
大
仁
警
察
署
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
両
市
の
医

療
機
関
待
合
室
等
で
放
映
さ
れ
る

ほ
か
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
す
み
や

大
仁
店
、
中
央
図
書
館
等
で
も
無

料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

安
全
対
策
課　

０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
１
２


